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日本列島のような変動帯に住む限りは自然の脅威から逃れることはできない。これからも発生し続ける自然の脅威と
いかに共存して，より安全で住みやすい社会を持続できるかは，地球科学の発展とその貢献が大きな鍵を握ると考えら
れる。すなわち，自然の脅威の将来予測は地球科学の宿命であるといえる。
　自然の脅威の現象解明だけでは自然災害の軽減には直接はつながらない。これは 2014年 9月 27日の御嶽山の水蒸

気噴火で如実に示された。自然の脅威が規模的にも小さなものであっても，悪い条件が整えば大きな災害となりうる。
かりに，観測機器をどれだけ密に設置してあったとしても，水蒸気爆発のような小噴火の予測には限度がある。一方で，
我々研究者が未経験の低頻度で大規模な自然の脅威についても，その発生メカニズムの理解を含めて，予測に学際的に
挑戦する必要があるのも事実である。富士山の噴火やカルデラ噴火はこのような部類に入るが，低頻度が故にそれらに
社会は備えてきていない。
　発生頻度に特にかかわりなく，条件が整えば大きな損失につながるのが自然災害である。そのような脅威に接する

機会のある人々が災害を意識し，それに備えることがもっとも重要である。地球科学はそれに備えに対する知恵を社会
にさずける働きを様々なレベルで行うことができる。我々の既知の知識を持って効果的な啓発活動や情報発信するだけ
でも，災害への備えはできる。さらなる地球科学観測によって現象理解が進めば，それを社会に効果的に還元すること
によって，社会が自然災害から逃れられる可能性がより増加するだろう。
　日本火山学会では，御嶽山の火山災害を受けて，秋季大会の折に火山災害委員会を中心に，災害に至った問題点や

課題を検討し，将来の類似の災害を軽減するために，火山学的に貢献できることは何かについて議論を進めている。ま
た，低頻度大規模噴火に関連して火山災害影響評価が差し迫った問題となっている原子力発電所の再稼働に関連して原
子力問題検討委員会を設置し，社会へ火山学的な立場から提言を行った。さらに，Future Earthと共通した理念を持つジ
オパーク活動を推進するため支援委員会を設置し，現場での防災教育支援を行っている。このように，Future Earthの目
指すところは，火山学に絡む課題に関して社会と恊働しながら超学際的に進める点で同じである。
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